
 

会 議 録 

会議の名称 令和６年度第１回大穂学園コミュニティ・スクール協議会 

開催日時 令和６年（2024 年）６月７日 開会 15:00 閉会 17:00 

開催場所 大穂交流センター 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

古谷野好栄、諏訪優子、井内博行、野澤洋夫、中島 肇 

小林正信、小林由二、村上義孝、菊田康人、川根義行 

塚本正人、中島武夫、小野泰宏、大塚貴文、清水 大 

山﨑由美子、杉田 健、濱田優子 

大穂中学校：校長 久松和則  

大曽根小学校：校長 勝村和之  

前野小学校：校長 村野守司  

要小学校：校長 石原亜矢子  

吉沼小学校：校長 大越 茂  

その他 大穂中学校：教頭 鈴木英理 、教務主任 渡邊久美子  

大曽根小学校：教頭 輿水浩美、教務主任 中野 満  

前野小学校：教頭 坂入洋子、教務主任 宮本 諭 

要小学校：教頭 大谷順子 

吉沼小学校：教頭 坂本 修、教務主任 木澤智子 

事務局 教育局長 吉沼正美 

生涯学習推進課：課長 澤頭由紀子   

：参事 山口健次  

：係長 飯島 遊  

：社会教育主事 村上和宏  

：地域連携教育指導員 酒井和宏   

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数   ０名 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

１ 学校運営の基本方針について 

２ 昨年度までの活動を生かした、今年度の流れについて 

３ その他（協議会の今後の予定） 

会議録署名人  確定年月日 年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開  会             

２ 任命書の交付 

３ 教育長挨拶 

４ つくば市コミュニティ・スクールについて（行政説明） 

５ 会長・副会長の選出 

６ 協議（１）学校運営の基本方針について 

協議（２）昨年度までの活動を生かした、今年度の流れについて 

協議（３）コミュニティ・スクール協議会今後の予定について 

７ 閉会 



 
 ＜審議内容＞ 

１ 開会 

事務局：ただ今から、令和６年度第１回 大穂学園コミュニティ・スクール協議

会を開会いたします。 

はじめに、つくば市コミュニティ・スクール協議会に関する規則第６条第２

項では、「会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。」と

しております。本日の出席委員数は 23 名であることから、会議が成立している

ことをお知らせいたします。 

会議を進行するに当たり書記を決めたいと思います。事務局案として大曽根

小学校 中野 満先生にお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。 

参加委員：お願いします。 

事務局：お引き受けくださりありがとうございます。よろしくお願いします。 

 

２ 任命書交付 

事務局：始めに「任命書」の交付をいたします。任命書の交付は五十音順で代表

者１名とさせていただきます。なお、森田教育長は欠席となります。代わりま

して教育局長、吉沼が代理で行います。井内委員お越しください。 

（「任命書」を井内委員に交付） 

続きまして、地域学校協働活動推進員の御紹介と委嘱状の交付を行わせてい

ただきます。 

大穂学園で、学校と地域をつなぐパイプ役となる地域学校協働活動推進員を

協議した際、地域学校協働活動の推進に熱意と識見を有する者として中島武夫

委員、小野泰宏委員、大塚貴文委員、中島 肇 委員、川根義行委員、塚本正人 

委員、古谷野好栄 委員、諏訪優子 委員、渡邉伸一 委員、菊田康人委員を大穂

学園から御推薦いただきました。地域学校協働活動推進員設置要項第３条に該

当するものとして、「地域学校協働活動推進員」を委嘱させていただきたいと

思います。委嘱状の交付は、五十音順で代表者１名とさせていただきます。（「委

嘱状」を大塚貴文委員に交付） 

ありがとうございました。お席にお戻りください。 

なお、この会議において皆様は、非常勤特別職として任命され任期は１年と

なり、任期は今年度末までとなります。また、守秘義務等の責務がございます。

御留意ください。 

皆様の任命書については、机の上にございますので御確認ください。委員の

皆様の自己紹介に関しては、この後お時間を取らせていただきます。御了承く

ださい。 

 

３ 教育長挨拶 

事務局：続きまして、つくば市教育長森田から挨拶を預かっておりますので、

教育局長 吉沼が代読いたします。 

吉沼：森田教育長の挨拶を代読させていただきます。 

本日はお忙しい中、第１回大穂学園コミュニティ・スクール協議会に参加し



 
ていただきありがとうございます。また、委員の皆様におかれましては当協議

会の委員を快くお引き受け頂き、深く御礼申し上げます。 

本年度、大穂学園においては、法に基づいた協議会を設置し、「コミュニティ

・スクール」が本格始動します。昨年度１年間の推進会議を通じて、目指す児

童・生徒の姿や、学校と地域が子どもたちのためにどのような協力ができるか

を、時間をかけて話し合っていただいたことと思いますが、その話合いを基に、

より具体的な議論を深めていただければと思います。 

コミュニティ・スクール協議会の設置は、ゴールではなく、スタートライン

であり、また、すぐ目に見える成果が出るとも限りません。しかし、委員の皆様

の力を合わせ、未来を担う子どもたちのために何ができるのかを考えていくこ

とで、必ず、それぞれの学校の実情にふさわしい地域との連携の在り方が生ま

れてくるものと感じております。 

参考として、つくば市のモデル地域として、令和４年度から先行的に「コミ

ュニティ・スクール」を導入した吾妻学園の取組を紹介させていただきます。

吾妻学園では、昨年度、地域学校協働活動推進員のコーディネートにより、「よ

うこそ先輩」と題する卒業生や地域住民による授業を、キャリア教育の一環と

して実施しました。既存の枠組みを活用した地域学校協働活動の事例として、

参考にしていただければと思います。 

 複雑化・多様化する社会の中で、子どもたちがこれからの時代を生き抜く力

を育成するためには、つくば市教育大綱の理念にもあるように、保護者・学校・

地域・行政が協力し、社会全体で子どもの育ちの場を支えることが必要不可欠

となります。委員の皆様におかれましては、つくば市の教育の充実に向け、今

後ともどうぞ御協力をよろしくお願いいたします。 

事務局：それでは、初めての協議会ですので、自己紹介をお願いいたします。

（各委員、自己紹介） 

 

４ 説明事項 

事務局：社会教育主事の村上より「つくば市コミュニティ・スクールについて

御説明させていただきます。 

事務局(村上社会教育主事)：社会教育主事 村上と申します。よろしくお願い

いたします。わたくしのほうからは、 

１ つくば市の教育が目指すもの 

２ コミュニティ・スクールとは 

３ つくば市で進めるコミュニティ・スクールとは 

について御説明いたします。 

まず、つくば市の教育が目指すものについて御説明いたします 

配付されている教育大綱の冊子を手に取っていただき、１ページをお開きく

ださい。つくば市教育大綱では、一人ひとりが幸せな人生を送ることを最上位

の目標に設定しています。次に７ページをお開きください。いま必要なことの

中に、保護者・学校・地域・行政が協力し、社会全体で子どもたちの育ちの場を

支えることを位置づけています。 

教育大綱に基づいたコミュニティ・スクールの導入をすることにより、今後



 
地域の多くの人が学校づくりに参画し、地域と一体となり、地域とともにある

学校づくりを進めて行きたいと考えています。つくば市の学校教育を所管して

いる学び推進課からは、「学び推進方針」を学校に示しています。みんなが幸せ

を実感できる学園・学校・幼稚園にするために、今年度特に意識していること

は、子どもたちの「自己決定」ができる環境を整えていくことです。また、学び

推進課では「伴走から自走」というスローガンのもと、各学校が生き生きと自

走していけるように日々関わっています。 

続いて、コミュニティ・スクールについて御説明いたします。具体的にコミ

ュニティ・スクールとはどのようなものかを御説明いたします。コミュニティ

・スクールとは、一言で言いますと「地域とともに子どもを育む学校」と言え

ます。コミュニティ・スクールのコミュニティは地域住民・保護者・学校であ

り、それらが、力を合わせて子どもたちの成長を支えていく学校のことをコミ

ュニティ・スクールと呼んでいます。踏み込んだ話をさせていただきますと、

つくば市ではコミュニティ・スクール協議会という話合いの場を設置している

学校をコミュニティ・スクールと呼んでいます。 

大穂学園は今年度、協議会と言って、法に位置付けられたコミュニティ・ス

クールの本格設置となります。 

スライドでお示ししているのが、コミュニティ・スクール協議会の様子です。 

右上、校長先生が学校運営の基本方針、いわゆるグランドデザインの説明をし

ています。中段、下段の写真、熟議を行っています。 

さて、それではなぜコミュニティ・スクールが必要なのでしょうか。現在、学

校では「いじめ、不登校」「教員の業務量増加」、地域では「地域社会における

支え合いやつながりの希薄化」など、様々な課題が挙げられます。また、新学習

指導要領では、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」という理念

を学校と社会が共有することが大切であると書かれています。 

これらのことから、学校と地域の課題を解決するために、学校と社会が目標

を共有したり、地域と学校が連携して幅広い視点で子どもたちの成長を支えた

りする必要があるのです。 

それでは、具体的につくば市で進めるコミュニティ・スクールについて御説

明いたします。つくば市コミュニティ・スクールには、スライドでお示しして

いる４つの機能があります。 

①の機能として、学校運営の基本方針についての承認があります。 

学校運営協議会では第１回目に学園長・学校長が学校運営の基本方針、いわ

ゆるグランドデザインの説明を行います。その基本方針に対して委員の皆様か

ら承認を行うことからコミュニティ・スクール協議会がスタートしていきます。

ただし、学校運営の責任者は校長であり、コミュニティ・スクール協議会が校

長の代わりに学校運営を決定・実施するものではありません。 

②の機能としては、学校運営に意見を述べることができるということです。 

これから始まるコミュニティ・スクール協議会では、皆さんの様々な視点から

御意見を頂ければと思っています。 

③の機能として教職員の任用について意見を述べることができます。 

教職員の任用とは、学校とコミュニティ・スクール協議会が実現しようとする



 
教育目標等に適った人材を求めることです。例えば、学年主任ができるリーダ

ー性のある教員や外国語活動に力を入れたいので、授業力のある教員を求める

ことなどです。 

④の機能として、学校評価があります。委員の皆様と学校の課題について共

有したり学校評価について話し合ったりということをしていきます。 

先ほども申し上げましたとおり、大穂学園は今年度協議会という法に基づい

た本格設置となります。 

委員の立場としても特別職の地方公務員となり、スライドにお示ししている

ような責任のある立場となっていきますので、御協力をお願いいたします。 

先ほど、「熟議」という言葉が出てきましたので、「熟議」について御説明い

たします。「熟議」とは、どのような子どもを育てたいのか、何を実現したいの

か、という目標・ビジョンを共有するために、「熟慮」と「議論」を重ねること

を言います。ひとことで言うと「よくよく、話し合う」ということです。 

熟議では、テーマに対して、委員それぞれの考えを付箋に記し、模造紙に貼

り付けていくというスタイルが多いです。熟議に参加する委員の方が、必ず意

見を会議に反映させてほしいという意図のもとこのようなスタイルをとってい

ます。 

スライドでお示ししているのは、コミュニティ・スクールを自転車に例えた

イメージ図です。自転車で例えるならば、協議会で話し合った内容が前輪及び

ハンドルとなり、「育てたい児童・生徒像」やコミュニティ・スクールの在り方

などの方向性を決める役割を担っています。そして後輪には、地域学校協働活

動が位置付けられます。地域学校協働活動とは、地域と学校が連携・協働して

行う様々な活動のことです。コミュニティ・スクールでは、前輪の協議会で方

向性が決まったものに対して、それを後押しするように地域と学校が連携して

様々な活動を行っていきます。この地域と学校との連携をスムーズに行うのが、

地域学校協働活動推進員の役割です。学校の教育活動に対して地域学校協働活

動を進めていくことで、この自転車がスムーズに進むようになります。自転車

がスムーズに進むようになるときには、今まで以上に学校と地域が連携し、学

校を核とした地域づくりにつながっていくはずです。 

地域学校協働活動の例を一つ御紹介いたします。昨年度、吾妻学園では、「よ

うこそ先輩」という学習において、ゲストティーチャーを地域学校協働活動推

進員の方がコーディネートした授業を行いました。このように、地域学校協働

活動が活発になると、地域の方々の関わりが、児童生徒の幅広い視野をもつこ

とにつながります。また、地域の方々と関わることで、学校で学んでいること

が社会でどのように役立っているかを理解することにもつながります。これま

では先生が中心となってコーディネートしていたのが、今後は地域の方の力も

借りて成立するようにしていきたいと考えています。新しいことをやらなくて

もよいのです。運営協議会の中で、何が必要か、何をしていくべきかについて

地域と学校が熟議し、ともに作り上げていくこと大切です。既存のものをベー

スに、まずは、「学校理解」「地域理解」から進めていければと思います。 

今日お伝えしたいことをまとめます。 

①つくば市教育大綱では、一人ひとりが幸せな人生を最上位の目標としている



 
こと 

②コミュニティ・スクールは地域とともに子どもを育てる仕組みであること 

③つくば市のコミュニティ・スクールには４つの機能・役割があること 

④熟議を通して皆が共有することが大切であるということ 

⑤地域と学校が連携した様々な活動、地域学校協働活動が始まることです。 

つくばの未来の創り手となる子どもたちのために御協力をよろしくお願いい

たします。以上になります。 

事務局：ただ今の件につきまして、意見や質問はありますか。（意見・質問無

し） 

 

５ 会長・副会長の選出 

事務局：協議の前に、会長と副会長の選出を行いたいと思います。選出につき

ましては、つくば市コミュニティ・スクール協議会に関する規則の第５条第２

項に「会長及び副会長は、委員の互選により定める。」とあります。 

 事務局としては、今年度、コミュニティ・スクール協議会の会長を前大曽根

小 PTA 会長として御活躍いただいた 古谷野委員に、副会長を同じく前、前野

小 PTA 会長として御活躍いただいた、大塚貴文委員にお願いしたいと提案させ

ていただきたいと思います。皆様いかがでしょうか。 

参加委員：（拍手） 

事務局：それでは、お二方よろしくお願いいたします。 

 

４ 協議（１） 「学校運営の基本方針について」 

ア 学園グランドデザイン説明（学園長） 

・教育大綱 社会力の育成 

・基礎学力の向上 

・各校の研究テーマを活かした協働的な学びの実施と ICT の思考ツールと

しての可視化 

・主体的に活躍できる特別活動、ルールメイキング 

・教員研修の工夫と小中一貫教育の推進 

イ 中学校グランドデザイン説明（大穂中校長） 

・共に高め合い、粘り強く努力する生徒の育成 

ウ 小学校グランドデザイン説明（大曽根小校長→前野小校長→要小校長→吉

沼小校長） 

・大曽根小学校（教育目標）自ら学び 心豊かで ねばり強い児童の育成 

・前野小学校（教育目標）輝く個性が響き合い 笑顔あふれる児童の育成 

・要小学校（教育目標）主体的・対話的な育み、よりよい社会・幸せな人生   

 の創り手となる子の育成 

・吉沼小学校（教育目標）夢や希望をもち、努力・挑戦し続ける児童の育成 

エ 質問 ・質問等特になし 

オ 賛同 

・各校長の説明を受け、基本方針が参加者一同に承認される。本方針で学校

運営をしていく。 

 



 
５ 協議(２) 「昨年度までの活動を生かした、今年度の流れについて」 

 （１）スローガン決定の確認 

   「地域で育てる学びの場 大穂学園コミュニティ・スクール」 

（２）「あいさつ運動」についてグループごとに協議を実施（15 分間） 

（３）各グループの発表 

ア 大曽根小グループ 

  ・あいさつ運動は 11 月に行う。 

  ・コミュニティ・スクールメンバー５人はいるが、５人全員でやることに

意味があるのか。 

  ・地域で協力を要請できる団体は３団体ある。 

  ・学校とすり合わせ、地固めを行う必要がある。 

・協力してくれる団体の洗い出しを 11 月までに行う 

  ・以前から児童の登下校を見守ってくれている「くすのき隊」の存在が大

きい。 

イ 要小グループ 

  ・広く募りすぎて、誰があいさつ運動に参加しているのか分からなくなっ

てしまうのは困る。 

  ・他にも、子どもたちへの読み聞かせ、学校設備の塗装、調理実習の補助 

などのボランティアも検討している。 

  ・学園全体の年３回以外にも話合いをもち、活動内容を検討していく。 

ウ 前野小グループ 

  ・スローガンをのぼり旗に掲げたり、学校便りで知らせたりしながら、地

域と一緒に活動していることをアピールしていく。 

  ・現在はあいさつ運動を月に１回、３か所で行っている。また、週に１回、

３か所で行っている安全協会のメンバーが防犯のため見守りを行ってい

る。 

  ・地域の産業を子どもたちに体験させたい。 

  ・校歌の歌詞にも書かれている谷田川など自然を探索する。 

  ・学校に居場所作りの場を提案したい。 

  ・地域の人たちが学校に関心を寄せられるようにＰＲしていく必要がある。 

エ 大穂中グループ 

  ・生徒の交通事故が心配である。 

  ・参加者をどのように集めるかについての検討。 

   ①応援団とコミュニティ・スクールの名前で保護者に呼びかける。 

   ②地域の協力支援団体にお願いする。 

   ③地域の人にもっと呼びかける。 

オ 吉沼小グループ 

  ・キャリア教育の一環として、児童が職業体験する機会を  

  ・まずは保護者に声をかけて、多岐に渡る職業を募る。 

  ・家庭科のミシン実習が危険なため、ミシン操作に長けている人を探し、

補助をしてもらいたい。 

 

６ その他 

ア 会長より 



 
・学校側とコミュニティ・スクールの皆さんで無理のない範囲で、もう一

度的を絞っていただいて、委員さん２名が主になって連絡体制を整える。

グループラインを作らせてもらって代表の委員さんが取りまとめをし、

学校と相談してすり合わせをして実行していく。学校に直接に伝えるの

はなく、10 名の推進員さんが地域の人に呼びかける。 

・本日の協議で決定したことの確認になるが、大穂学園コミュニティ・ス

クール協議会として 11 月にあいさつ運動を行う。それぞれの学校の実情

に応じた内容を工夫して取り組む。 

イ 今後について 

・第２回  11 月 ５日（火）時間未定  

※学校の授業参観のあと大穂中でコミュニティ・スクール協議会の予定 

・第３回  ２月 19 日（月）15:00 

場所：大穂交流センター 

７ 閉  会 

 



今和6年度第 1日 大穐学園コミュニティ・スクール協議会

日時:今和6年6月 7日 (金)

15:00～ 17iOO

場所 :大穂交流センター 研修室

次 第

開 会

2任命蓄の交付

3教育長挨拶

4説明事項

つくば市のコミュニティ・スクールについて

5会長・副会長の選出

6協 議

(1)学校埋営の基本方針について

'各校のグランドデザインの説明

・学校の教育活動の紹介について

(2)全体協議テーマ「昨年1度までの活動を生かした、今年度の流れについて」

(3)その他

・コミュニティ・スクール協議会の今後の予定について

7閉 会



令和 6年度 大穂学園コミュニティ・スクール協議会

番号 委嘱の区分 氏 名 よみがな 所属・役職

(1)地域住民 井内 博行 いうち ひろゆき 大曽根小学校 元学校評議員

2 (1)地域住民 染谷 強 そめや つよし 大曽根小学校 元学校評議員

3 (1)地域住民 野澤 洋夫 のざわ ひろお 大曽根小学校 玉取区長 大曽根地区長会長

4 (1)地域住民 中ナ|1正 なかがわ ただし 前野小学校篠崎区長

5 (1)地域住民 大塚 一浩 おおつか かずひろ 前野小学校 岩崎区長 元学校評議員

6 (1)地域住民 小林 正信 こばやし まさのぶ 要小学校 要地区長

7 (1)地域住民 小林 由二 こばやし ゆうじ 要小学校 民生委員

8 (1)地域住民 村上 義孝 むらかみ ましたか
琴蛮髯第

つくば市倫理法人会 (本目談役)。 つくtぎエ

9 (1)地域住民 軍司 絹子 ぐんじ きぬこ 大穂中学校元PTA会長

iO (2)児童・生徒の保護者 清水 大 しみず まさる 前野小学校PTA会長 前PTA顧間

ll (2)児童・生徒の保護者 山崎 由美子 やまざき ゆみこ 吉沼小学校 PTA共同代表

12 (2)児童・生徒の保護者 杉田 健 すぎた 1サん 吉沼小学校 子ども会育成連合会会長

13 (2)児童・生徒の保護者 濱田 優子 はまだ ゆうこ 大穂中学校 大穂中応援団(PTA等代表)

14 (3)地域学校協働活動推進員 中島 武夫 なかじま たけお 大穂中学校 元PTA会長、元学校評議員

15 (3)地域学校協働活動推進員 古谷野 好栄 こやの よしたか 大曽根小学校 元PTA会長 元学校評議員

16 (3)地域学校協働活動推進員 諏訪 優子 すわ ゆうこ 大曽根小学校 元学校評議員

17 (3)地域学校協働活動推進員 中島 肇 なかじま イよじめ 前野小学校 前野区長 元学校評議員

18 (3)地域学校協働活動推進員 渡遇 イ申一 わたなべ しんいち 要小学校元PTA会長

19 (3)地域学校協働活動推進員 菊田 康人 きくた やすと 要小学校 元要小保護者

20 (3)地域学校協働活動推進員 川根 義行 かわね よしゆき 吉沼小学校 区長会長 元学校評議員

21 (3)地域学校協働活動推進員 塚本 二人 つかもと まさと 吉沼小学校 元教員 主任児童委員

22 (3)地域学校協働活動推進員 小野 泰宏 おの やすひろ 大穂中学校 元PTA会長 元学校評議員

23 (3)地域学校協働活動推進員 大塚 貴文 おおつか たかお、み 前野小学校 PTA顧間 前PTA会長

24 (4)学識経験者 蔵持 正則 くらもち まさのリ 大穂中学校 元大穂中学校長

25 (5)学校長 打券村 不日之 かつむら かずゆき 大曽根小学校 校長

26 (5)学校長 村野 守司 むらの もりじ 前野小学校 校長

27 (5)学校長 石原 亜矢子 いしはら あやこ 要小学校 校長

28 (5)学校長 大越 茂 おおこし しげる 吉沼小学校 校長

29 (5)学校長 久松 不日則 ひさまつ かずのり 大穂中学校 校長



今和 5年度第 3回大穂学園コニユニテイー・スクール推進会議

(R6.1.26)

【大穐学園コミュニテイー・スクール スローガン案】

前野小学校 。地域で支える子供の笑顔

(※右下に「大穂学園コミュニテイー・ スクール」を入れる。)

大曽根小学校 。まずやってみよう

吉沼小学校 ・地域がはぐ(む明るい未来

・支え合おう、よりまい地域と子供のために、ともに始めよう歩もう

。地域で育てる学びの場、大穐学園コミュニテイー・スクール

要小学校 ・みんなでほめて、みんなで育てよう、 となりの親戚

大穐中学校 ・地域の宝、子供たちのいる学校 を地域の宝にしよう

・育てよう地域の宝 よりよい未来を目指し



大穐学園 グランドデザ著ン 2⑤盈肇

大穂学国の教育日標

進んで関わり合い 粘り強く努力する児童 ,生徒の育成

ば市の目指す学園・学校像

学目・学校・幼稚園

自己実現できる学校

みんなで支え合い

みんなが生き生きした学校

感できる

茨城県の教育目揺

ひとりひとりの能力を開発し

豊かな人間性をつちかう

じょうぶな身体をつくり

たくましい′せを基う

郷土を愛し

協力しあう趙を育てる

大穐学国の小中一貫教育で目指す児童・生徒像

□ 自分の考えをもち,進んで学ぶ子

□ 礼儀正 しく,思いやりのある子

□ ,こ身共に健康で,粘 り強い子

●チーム支援研修 【生徒指導主事部会】
●教育相談 【生徒指導主事部会】
●特別支援教育 【特支コーディネータ部会】
●Teomsに よる研修交流・情報共有

冷弓≧3発11幸善そそぎ1どを|る
。学園研修 【推進委員会】
。学園着手研修 【担当校 :】

晒 |

4

:弩乱よ貢テテ行愁奪と二魏 るカ
。スポーツ交流 【体育主任】
●行事交流 【教務主任部会】

● 中学校見学 【教務主任都会】

児童。生徒の交流

教えから学びへ &管理から自己決定ヘ

基礎学力の向上 教えから学び

● 学習意欲を喚起する課題 と

● 忌考を深める対話的な学習

0メ タ諷矢口を促す振 り返 りの

●考え、議論する道徳の展開

● ICT機器を活用した教育方

●主体的に取 り組む家庭学習習慣の確立

提示の工夫

形態の工夫

工夫

法の確立

～自己肯定感～6つの力のバランス

。 自己決定の場の設定 【学年 ,特活主任】
●ルールメイキング 【生指主・特活主】
●特別活動の充実 【特活主任】

● 生徒指導の充実 【生徒指導主事】

～自己肯定感～6つ の力のバランス

らヽ自己決定ヘ

MI
4

大
穂
学
国

の
取
組
み

:0領域 【主担当】 :

吉沼小の教育 目標

夢や希望をもち、努力・挑戦し続ける児童の育成
:

コミュニティスクールの推進
体 験

。学校運営協議会推進委員会の開催
● 防災 。安全管理

● くすのき会 との連携 大穂中の教育目標

共に高めあい、粘り強く努力する生徒の育成

大曽根小の教育目標

自ら学び 鷲豊かで ねばり強い児童の育成

前野小の教育目標

輝くイ回̀性が響き合い

笑顔あψS、れる の育成

晏小の教育目標

主体的・対話的な育み、よりよい社会・幸せな

人生の創り手となる子の育成



大穂学国つくば市立大穂中学校 グランドデザイン 2024

穏

みんなが幸せを実感できる学園・学校
「自己実現ができる鞠
「みんなで支え合い」
「みんなが生き生きした鞠

く今年度の重点目標〉

教えから学ぴヘ

管理から自己決定ヘ

非認知能力の再認識ヘ

自己選択:自己調整・自己決定

大穂学国の教育目標

進んで関わり合い 粘り強く努力する児童・生徒の育成

□ 自分の考えをもち.造んで学ぷ子
□ 礼値正しく、屈とヽやりのある子
圃 心身共に伍康で、粘り強い子

茨城県の教育目標

ひとりひとりの能力を開発し
豊かな人間性をつちかう

じよう′Sヾな身体をつくり

たくましい心を養う

郷土を愛し

協力しあう心を育てる

すべての子どもの可能性を

引き出す活力ある学校づくり

大穂中の教育目標
剣こ豆P拿尺腑    Q声成

● 【
」

γ

<未来をひらく力を育む教育>
目指す生徒:自 ら疑問をもち、

自分で考え、探究する生徒

◇授栄改善の視点◇

・課題提示や難易度の工夫

・発間や展開の工夫

・対話や言語活動の重視

・課題解決型の探究的な学習

・各教科の特質に応じた見方・考え方

0教科横断的な学びの確立

●ICTを活用した協働的な学びの展開

・考える時間や振り返りの工夫

`体験や既習事項の活用

・授業ンシー トの活用

<豊かな心を育む教育>
目指す生徒:相手意識を持ち、

自己決定できる生徒

●感動す

0コ ミュ

<互いを認め合いだれもが輝く教育 >

目指す生徒 :失敗を恐れず、

◇豊かな人間性を育む視点◇
・体力づくりや運動量の確保
・部活動改革の推進
・昼休みの外遊びの推奨
・持久力の向上
・社会性を育む交流活動や共同学習の充実
・発信型PBL学習の実施

0自己管理能力の育成

●特別支援教育の充実
・一人一人の教育的ニーズに応じた指導の

充実 (イ ンクルーシブ教育の推進)

・生命 (いのち)の安全教育の推進・自然体験活動の充実

【教員のスキルアップとパフォーマンス向上のための働き方改革の推進】
目指す孝夕♯可象:学びのイノベーションを推進し,質の高い教育の展開を目指す教師
◇指導力。人間力の視点◇
・授業力・生徒理解・生徒指導力  ・デジタル教科書、ICT、 ギガ端末の活用  ・校内研修の充実 (ケース会議
・働き方を意識した教科経営の実施 (教科部会や授業実践) ・コンプライアンスの意識が高く、服務規律を連守

図
・不登校対策の充実)

中||―_■ 零幹 i

コミュニティースクールの推進
目芋旨ず地域像:地域「保護者と一体となつて子供を育む学校 圏

≡
ｒ
一一市
■
■
●
■
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・地域の人材・物的資源の活用 ・社会教育との連携  ・つくばスタイル科における発信型プロジェクト学習
・学校運営協議会との連携 (推進委員会)・ 青少年を育てる会との交流 ・地域防犯、防災体制の構築
学習支援ボランティア・出前授業等の教育プログラム ・学習、体験活動の充実 ・部活動支援 ・キャリア教育の充実



小中―貫教育 六篇学園 市

鞘Ц
lィ,メ

.

Oひ とりひと
0し ょうヽ ミな
0夕Fと を隻し

本 県教 育 の 目標
un博 力を開舜し 二かな人間性をつちかう

身体をつくり たくましい足を基う

協力しあう造をててら

あ る

鰺
滞

撃絞評価
。子どもの繭い

,保護者の頭い

。卸_域 の願い

,駐
氣

空

'Oみ んなが幸せ る学薗・ 学校

自己実現できる学校

みんなで支え合い、みんなが生を生をした学校

0教えから学びヘ                      ー

・ 本物の問い、自分事の問い  ・単先を意電鐵した探党a与 な学T●
,体験型・発億五との学ど    十ヽ日別最過で協働的な事び   |
・桑軟なカ リヤユラム・マネジメン ト

O管理か ら自E決 定へ

`管理逮滅の転換  ・ 自ら考え判断する機会の充資

,特劇活動、響年 ,学 繰経営、生徒憎導の充案   .
0譲知能力偏重か ら非調女い能力の尋蝿鐵ヘ

・1,a4押鮭力を育む疑境づ くり '撤 師の働 tお けヽ

,雲 かな盛性 を有む体験活動

O保
“

t小 中進舘  0特 別 支援敵畜の充実

焔域・ 保極者 と一体 となって子供 tは ぐくむ学救づ く

ざ亀

静

みo
静お

姿

・学校事故の未黙防止 (点検・研修)

・数百澪雲をの情報発信 (HP毎 日蔓新)

。地域人材、施設を涵用した多壊な学習

μ会に開かれた教育課程の実引
。大確学圏コミュニティ・スクー

域学校協御:活動の一体的なすよ遭

・大穂ψ国での運撲 。PTAとの連携

・地域各種団l本との連携

(く す
`モ

)と隊・ 区長虫など)

く りされる関かれた

ル 、 1担

ス体制の

`窒

立ヨ

活員llの実施

ユいのよさを譴め、

空ドして学び合える集回づくり

～単元における目指す1′しと像を実現するための

言醤活動の充実を通し

研修予…●

目指 しく り 化に対たヽできる人材の

10 ifff'こ

1=〉翻

卜学習の充実エ

やつくばスタイル利の売喪
・ 特別憑勤)

づくり

・ 子供国

・交流及び共同学轡のA実
・定期Ouな特削支l慕委員会の実古と
,ユニパーサルデザインの環境整備
。関係嶺驚関とのケース会議その持進

・葉物乱困崎1と 、性に関する指響の冥施
,大穂学圏al口」3き渡し訓繰の実施

・学習用前末を活角して、家電と違盤した

体力づ<り /幻
(できる学習活壺もの五夫

・ 安全に理動できる外雄びの工夫

と確実な改善
・ ヒヤリハツトの共有と亨l夕」研修

・交通安全教室、防災訓練の実施

(探究する学び、フレゼンテーシヨン)

・ 対語を通したルールメイキングσ】取誕

・ キャリフパスポートの活用

O人間性豊かで、高い使命態をもつ数野

O― 人一人と寄り添つた因係を集く牧師

しら効果的な学びをデザインし、学びを引き出す数師

○投業改善に向け、実践的尋聞性を島める数師

O組織として協働し、学校教育目標の具現化tt努 める教師

目指す運麗藝騒誕

1殿 |

目指す
理

0白 ら学ぶ子

・怠欲的に学習に取り組む予
。と礎基本を身に付け白金の考えを

伝えら手

O思いやりのある予

・ 友建を大切にする予

=働け合い高め合う子

・舜嘉Ⅲといきつす奉子

0た く求しぃ子  Ⅲ
る予・堀則工しく

学 校 教 育 目 標

自ら学び 咄豊かで ね11ぎ り強い児童の育成

・対話をi霞 した多様な自己決定場面の設定

・ 校内フリースクールの支崚体i」 の整嬌

・拶L戦 し、失敗か計される学線づくり
。多様な著えを大切にする数l。命葉団
。「させる」から「支える」への指導の転換
。主体e」な委員会、係活建lの推進

・幼児と児童の交流通動

奪Pヨ家による感動を味わう手轡導の充実

懇

・「認められる場所

・酒業

す薦菌四讚出
ヒ慮住の磨かれる学校

工れる楽しい学技

び合う軟椰楽国の学校

造横社套と常頼と協力で結ばれた学機

指

″【究的・協働的な授業づくり

,単元を意識した課磁や定
・自倉事の間い ,_向 けに課恐提示
・支u話を生み出す発間の二夫

・子供の選択による学留活動と学習過程

。チーム浬任おもによる美同づく

。学習者用端末のノート化

をとかした

教育のエ

・個号Ц最適て協彎1軸な学びへの有効活用

達

・ψびのgョ 覚を

・シームし

17 tiテ :!

⑬

エ
―  ●

,凛 ―導｀
事



つくば市立前野小学校グランドデザイン 2024

輝く個性が響きあい 笑顔あふれる前野小学校にしよう

☆ 非認畑能力の醸成 ☆働き方改革の推進
やりぬく体験の保障
上手な励まし

☆教えから学びへ 分かる授業の展開
授業改善 (課題へのこだわり・

対話へのしかけ・振り返りの正夫 )

GlG蹴末活用のレベルアップ
読書活動の推進 (朝読蕃からの習慣化 )

授業見学の機会創出

☆管理から自己決定ヘ

□ 挑戦が称賛される学級経営
□ 自分で解決させ、考えさせる授業
□ 多様な考えを大切にする特別活動

'I・

 ‐卜■i■ iⅢ … ゃ 抑 叩
聯

∵ 獨 甲 騨 騨 唾 →惑

前′JゝDX
・Outiook(予定管理・タスク管理)の活用
・Teams活用による授業と業務の展開
時間づくりで自分磨き
・ベク トルを大きく強くしなやかに
・ 趣味づくり、 マイブ

｀
―ム

・ F iン氏
'

くり

☆服務規律の確保
□ 風通しの良い雰囲気づくり
・学校と保護者・地域で、Team前野
・教職員が、明るく元気な前野Famiけ

□専門職としての法の理解

IⅢ年為

「前野小でよ

通つてよかつた ! 通わせてよかつた I 勤務できてよかつた !

= 一人ひとりが温かな気持ちで幸せを実感できる毎日に =

鞭



今和6年度 大穂学園つくば市立要小学校 グランドデザイン
一人ひとりが幸せな人生を送るために 4月 1日 版

組織 目標 具現 化 のための具 体 的施 策

守和6年度校内研修テーマ

0伸間とのつながりを深め、よりよい学校生活づくりをめざす特別活動の充実

働き
4認 霧 務 くり・僻 の計画的槌

学

中学

ひとりひとりの協力と酷殆し

虫かな人間性をつちかう

じょう識 身体をつくり

たくましい戯t義う

縦 を霊じ

協力しあう0と育てる

『 た く主しい妻の子』

よ口:時代の変化に対応し、自ら考え、自ら行動し、解決

しようとする子
徳 :互いのよさを書翼め合い、自分のよ吉を発揮できる子

体 :健やかな体と粘り強い気力のある子

r子 ども中越」

・楽しい学校
・夢`感動のある学校
,生をとをとした学校
・布期iされる学校

みんなて
かかわ→て
なかよく助け合い

めざす目4票に向かってすすむ
チーム要 →  r協働体名Il〕

きな

違ん増 電わり合い

粘り強く努力する

見童・虫生の言咸

世幕の明日をひらく

社会力豊かな

触握・ 児童 。生後の常虚

組 織 目 標

Ⅲ教え"お ら`
い
押 への構換

O主体的・対鶴曲で漂い学びに向けた贈

O主体的・対醜 な増t構残する特別潮 の充実

● 何事にもや心気を持つて最後まで粘り強(取り

組もうとする憲欲

◇ 會分tアピー
'レ

で守る機会の意園的な設定

◇業爵休みにおける修犠的な体力つくりの実践

◇ 自分に挑▼£じ自分を高めることのできる体育の機業

の実呂竜

◇ 日標を持って取り佃おことのできる学校停 の再鱚

◇lI勘に活ⅢBし た虫かな俸賜 動の推進

◇望まし帷 濯 償の擬

● 進んで運動に取り組もうとする題度の育成

● 白已決定力を高める歌吉活動

◇ 子供力鞠應二失をして取り組める学線係活動

◇ 自分たちの謙題を自らみつけ解決する

0調わ合しヽ動まし合うことのできる遡かな集固づくり

◇ 主体的に,創落工共をもって学級活動・児童脅活動

等特別濫動の工夫

◇ 考えること・紳 ることを通して熟R通卸 鋒進

◇ 考える増、判断させる
'零

を大切にしたと俺指導

● 明る(元気な接拶ができる

● 励まし合い、力を出し合う挙級・学校づくり

● 自ら学び自ら考え主体的に判断できる力を育成

する投葉改善

◇ 学習固臨の工夫・改善

◇ 話し合いの場の設定

◇ 擁り退りの場の設定

◇ 坂卸憮め設定

◇ 他との関わりを活かして考えをまとめる

0受サ
Jヽ外部人鷲,(ン クの機朧的活用

◇ GIGAス クール構想に立った掴剛J脂聴ぬ学習

◇ 読書指導をとおした読解力の育成

● 学智習慣の確立と窯庭学目の充実

◇ 家庭学習掛面森の活用



令和 6年度 大穂学園つくば市立吉沼小学校グランドデザイン

《大 穂 学 園 の 教 育 目標 》
進んて稲電わり合い 粘り強く努力する児童 ,生徒

の育成

《学校 経営の基本理念》 ~
すべての子どもが安赳して学伏 互いを認め、高め合

い、成長をみんなで暮び合える摯校づくりを推進する。

《学 校 経 営 の 方 針 》
O 鞘 る'ほめる・励ます」の勢 ―人

―人に接し、すべての児童のよさを伸ばし、可能性を

引き出す教育活動を実魔ヽする。

O教識風一人一人お喘 ち味を発揮し協働できる学校組

織をつくる。

O 学校の耳ヌイ1農や′康子を積極的に情報発信し、家庭や地

域と連携して児産の育成に4Rり 組む。

O rあ りたい教師の為 を実現するため、学段の業務改

善を推進する。(時間夕臓賜附栂平均45h/月 )

《第 3期つ くば市教育振興基本計画》

騨

夢に向かつてよりまい未来をひらく「学蒟 の実現

・1為 Sヽことに興味や関′こをもち、自ら問いを立て、

主体的・協働的に粘り強く取り組む力を育お。

・自分のやりたいことを思い描き、そこに向かっ

て意欲をもって挑戦する子どもたちの育成を目

指す。

勢懃育目標 夢や希望をもち、努力 D挑戦し続ける児童の育成

ありたい教師の姿
り添い、子どもと共

に学ぴI共に成長できる教節

O指導力を磨き続けることがで

きる教師

O豊かな人間性や社会性を備え

た僧頼される教師

O子ども

目指 す 児 童 の 姿
■進んで静吠 自分の思いや考え

を豊かに表現できる子

■思いやりがあり、友進と協力し

て活動できる子

■職身共に感 たくましい子

学 校 の 姿目 指

Oすべての子どもが生き生きと

携 Slこ とができる学校

Oすべての教麟員が熱意と創意

をもち、十歳働できる学校

0家庭・ナ國 から愛される学校

の重点 【組織目標】本年度の
コーチングによる指導の充実を図り、自ら日標を決め、工夫や努力する児 を奮てる

知 のプロジェ ト

徴 値目欄

授業主 先生や友達の話を聞いて考えたり、話し合ったりする

ことを進んで行っている児童の封合  85%
追庁砲霧謝増を行つている児童α洩府 9096

プ匡lジ ェクト

【数値目標】
。まわりの人のことを考えて生活している児感α懲確, 80%
・いじめを絶対にしないように気を付けている児童の割合

1∞%

酸 塩萱目揺翻
。いつも「鵡 ・早起き・朝酎まん」ができている贈鮨σ凄陰

85%
,危ないことをしないように気を付けている児蔵の割合 90%

エ

欧 値目刺

拳快l」(教育目楓 教育方針を熙 者l醐 し、その実現に向

けて努力していると回答する保驚 の割合 90,4

体 のプロジェクト

I コミュニティ・スクールを基盤とする家庭

や地域と連携した教育透動の推進

2 学校HPや学校だより等による積極的な情

線

3 大絡学国内おヽ中学校における交流の滑性化

(児童生徒同士、教員同士)

4 地域人材や専F弓家と連携した指導め推進

(ICTを活用した遠隔敵育も合む)

5 イ拗 ′どヽの― 化

I 家庭と連携した規員」工しい生活リズムの定

着 (早寝・早起き・朝』まん)

2 担任と蜘 電竣 した保俊学習、保健

指導の充実 (危険口選Iけがや病気の予隊

生活習僚病の予防、ストレス対応なとつ

3 体力 ,運動能力調匁鰹和こ基づいた体育投

業の工夫

4 ロング魯内馴こおける外遊び醒

5 SC蜘 な活用

I 相手のJせに響き、行動を促すやさしい言葉

づかいの励行

2 自己の生き方についての考えを深める道徳

教育の充実

3 学級や学校の課題を見いだし、話し舎哄

合意形成を図つて取り組む活動の充実

4児 童会活動の滑性イと

5 いじめや差別を生まない人権教育の推進

自己決定を促すコーチングI

学ぶことと

I 児童自ら課題を設定し、他者と1務働するな

どして粘り強く課翻勢央に取り組む学習の充

実

2 筋造を立てて、正確に、分かりやすく説明

する力を育お指導の改善 【校内研完テーマ】

3 -人一合端末を活用した絹充的な学習、発

展的な学習の充実

4 読鋼 の推進

5 家庭と連携を図った学習是ヨ慣の磋立

自分の思いや考えを豊かに表現できる子

進んで学伏

友連と協んして活動できる子

思いやりがあり、 蔵身共に健康でそたくましい子

31,、 キ

平

家庭・地域舒との連携

※教育透動の動 等により、年度途中で修正を加えることもあり


